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大崎支部として初の試みであり

ます、施設向けのアセスメント研修

会を開催。施設向けにジックリと半

日かけて勉強する機会は宮城県全

域でも初と言うことです。講師は宮

城県ケアマネジャー協会事務局長

の小湊純一氏。自身の過去の施設職

員であった頃の話しもふまえなが

ら、わかりやすく基本に立ち返って、

施設ケアを確認していきました。 

 

(1)良いケアは良い職員から 

 全てに通じるケアの基本は、職員が大切にされていなければ利用者に良いケアはできな

いという話から始まりました。良いケアをするには、関わる職員が最も大切ということで

す。職員が混乱していれば利用者も混乱してしまいます。認知症で例えるならば、『周辺症

状は介護者を映す鏡である』という言葉そのもの。その分、家庭ではありえない専門性の

高いケアが受けられるはずであるということになります。 

在宅とは違い、施設はケアプランが無くても日々は過ごせます。その代わり、より専門

性が高く、人間としての尊厳が失われるべきではなく人として尊敬されるべきであり、市

民としての権利をもって生活すべき。施設を利用するということは、こういうことをして

もらえるはずがあるということです。 

(2)主体は 100％入居者 

 施設利用者(入居者)が施設に入所する前の在宅では、家族の都合でプランが変わったり、

忙しい家族が主体であるかのような利用者本人は主体になり切れていない実態があったが、

施設は利用者本人を尊重する義務がありその主体は利用者本人しかない。この当たり前の

内容をやる方の目線で書いてあるのが「運営に関する基準」。小湊氏の利用者目線でまとめ

た「良い実践の原理」と双方を照らし合わせながら一つひとつ施設ケアを確認していきま

した。 

(3)在宅では認められない施設ならではの介護保険適用分野がある 

 内容的には介護支援専門員だけではもったいない、介護職員全員に聞いてもらいたい内

容でした。施設利用者(入居者)にあるべき「市民としての権利」を満たすためには、居宅に



はない施設ならではの「楽しみ」をプラン化できるのも特徴です。例え足が悪くなったと

しても、楽しむために出かけたければ出かけられるのは施設利用者の権利。居宅では楽し

む目的の「出かける」等は介護保険で認められておらず、範囲は生活上の最低限のみです。

施設利用者の楽しみをプラン化することができるのだから、作る方も楽しくなるのが施設

プランの醍醐味です。 

(4)決める場所に利用者(入居者)がいるか？ 

 利用者の自己決定の尊重として、その利用者の自分で決める様々な配慮や工夫はどうす

れば良いのか？「お金の管理」「薬の管理」「酒、たばこ」「定時介護(排泄等)」をどうとら

えて扱っているか。個別化しているのか？将来、自分が利用者になった時に、自分の知ら

ないところでケアプランやケア方法が決められたらどう思うか？こういう話を施設の中で

して職員の共通認識でケアしていく必要性があるとのこと。これをしないで施設介護支援

専門員がケアプランを立てても大変なんじゃないか？施設の勉強会や工夫が必要とのこと

です。 

 

様々な理由で施設に入所する

ことになった際、在宅ではできな

かったこと含め専門性があり、尊

重されてより良い生活が送れる

必要性があり、やらなければなら

ないと心に響きました。介護職員

も話し合いの中でより良く見て

深めることができれば、意識も変

わってくると思います。これまで

やらされていた感覚や強制され

ていたものが、話し合いの中で決

まっていくと参加している感覚

にもなります。介護職員も「こうしなさい」､「こうするな」と言われたくないものです。 

後半は、特別養護老人ホームいなほの里北舘さんの事例検討をおこないました。一例と

して、施設や職員に隠れて家族が持ってきたもの(菓子や果物等)を利用者が食べて、食べ終

わった後のゴミや半分食べたもの等がタンスの中から腐ったりカビ生えて出てくるような

出来事が続くことで、体調の管理や衛生的な面、食中毒等の危険性等で困っているという

ケースについて、どう対応したらよいものなのかグループワークで話し合いました。これ

までの整理した施設ケアの基本に立ち返れば、おのずと対応方法は出てくるものでした。 

我々がこの業界に入った時の正義感に熱く満ち溢れていたころを取り戻せたかのような

初心に戻ることができ、一度基本に立ち返り整理することの大切さを改めて気づかされま

した。 

※次回、施設の看取りについて(施設向け看取り研修)。11 月開催予定です。 

広報：スキップケアプランセンター 阿部大三 


